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概 要  

本稿は，ジブリ映画における科学技術と，それと関連して，文明や魔法の意味について考察を加えたもの  

である。   

初期のジブリ映画においては，文明の自壊という形をとって，ペシミスティックな科学技術観が示される一  

方，中間技術（適正技術）的なものに対する肯定的な機械観が垣間見られる。他方，21世紀に公開された諸作  

品では，科学技術に代わって魔法が重要なファクターとして登場するが，ペシミスティックに描かれた科学技  

術との相似性がみられる一方で，魔法をあつかう人間次第でその意味が変化する可能性が示唆されている。ジ  

ブリ映画は，科学技術あるいは魔法といった「権力の源泉」の担い手の倫理観を問うているように思われる。  

ジブリ映画の語り口は豊富にあることは言うま  

でもないが，本稿では，ジブリ作品において示唆  

される科学技術観について考察を加えていきた  

い。詳しくは後述するが，科学技術は文明観と密  

接にかかわり，また，倫理問題とも密接な関連を  

持っている。したがって，以下では，主に『風の  

谷のナウシカ』と『天空の城ラビュタ』を手掛か  

りとしてジブリ映画における文明および科学技術  

観を概観し（第1章），それを手掛かりにしなが  

ら宮崎駿の機械観≒科学技術観を整理し（第2  

はじめに  

宮崎駿を中心とするスタジオジブリの映画は，  

国民的映画というだけにとどまらず，今や国際的  

にも日本を代表するアニメ作品のひとつとなって  

いる。これほどまでに多くの人々がジブリの作品  

に惹きつけられるのは，単にストーリーの秀逸さ  

ヤアニメーションとしての完成度の高さだけに留  

まらず，ジブリの作品から様々な思考や感情が触  

発されるからであろう。  
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